
大規模荷主

事業者名 中分類業種 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置

　株式会社NXワンビシアーカイブズ 倉庫業 ○ ○ ○

埼玉県大気環境課への「自動
車使用計画実施報告」提出を
行っている。
環境対応施策として「当社に
ふさわしい環境配慮車両の再
定義づけ」を掲げ、本活動の
中で二酸化炭素排出量も含
めて課題等の抽出を行う。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
自社については、商品に応じて、
物流拠点を活用した輸送を行って
いる

○ ○ ○
原則、自社で販売する取扱商
品は効率的な積載ができるよ
う設計している

○ ○ ○
取扱う商品の内容に応じて、混載
便を利用している

○ ○ ○
原則、自社他社を含め、輸送量に応じた
車種を選定している

○ ○ ○ 基本ルールあり ○ ○ ○

事前に情報が分かる範囲で、他
に利用可能なルートがあれば、
輸送ルートの見直しを行い対応し
ている

○ ○ ○

待ち時間があるルートは課題と
して扱い、自社の運用変更や
顧客への運用依頼を含めて削
減する取り組みを継続して行っ
ている

○ ○ ○
自社・他社を含め、必要（物量）に応じた適切な回
数で輸送を行っている

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 看板設置による注意喚起 ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　花王ロジスティクス株式会社 道路貨物運送業 ○ ー ー
委託車両の車種、走行距離
から燃費を算出して、二酸化
炭素排出量を把握

○ ー ー

協力会社安全品質会議（毎月開
催）の場で情報共有
バース予約システムを使用する
ことで待機（アイドリング）時間の
削減

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー
パレットの高さを含んで2.2ｍに
なるよう商品容器を設計
プラスティックパレットの使用

○ ー ー 他社との共同配送を推進 ○ ー ー
出荷物量、納品指定時間、車両規制を考
慮して適正車種及び台数を発注

○ ー ー
発注は24時間と48時間の二つ
のルールを設けている

○ ー ー
ドライバーからの情報をもと常に
見直し実施

○ ー ー バース予約システムの導入 ○ ー ー 共同配送の推進 ー ー ー ○ ー ー
協力会社安全品質会議（毎月開催）の場
でエコドライブ推進を啓蒙

ー ー ー ○ ○ ○ ドライバー休憩室の設置 ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　佐川急便株式会社　さいたま営業所 道路貨物運送業 ○ ○ ○
年間の燃料使用量からCO2
排出量を算出し、削減目標を
定めて取り組んでいる。

ー ー ー ○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推
進条例に基づく、自動車地
球温暖化対策計画書等を提
出している。

○ ○ ○
東京本社にてISO１４００１を取得し
ている。

○ ○ ○
サービスセンターを拠点にして台
車や自転車などを使った集配を行
うことでトラックの使用を抑える。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
集荷締め切り時間の設定。定
刻での路線便出発。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

各地域で集荷した荷物を大型集約施設に集約し、
行き先ごとにまとめて輸送するシステムを構築、ト
ラックの使用台数を削減し、CO2排出抑制や大気
汚染防止につなげている。

○ ○ ○
ハイブリッドトラック、電気自
動車といった環境対応車の
導入を進めている。

○ ○ ○

エコ（環境）と安全を一体とした運転方法
「エコ安全ドライブ7カ条」に基づく指導を
徹底し、交通事故発生率の減少と環境
負荷低減に努めている。

○ ○ ○

車両の安全運転、CO2排出低減
のため、ドライバーの日々の運転
行為についても徹底した指導を
行っている。

○ ○ ○
佐川急便では、アイドリングストップを全車両で
実施している。

ー ー ー ○ ○ ○

佐川急便では、トラックによる長距離貨物輸
送を、大量輸送が可能でCO2排出量が少な
い列車や船の輸送などに切り替える「モーダ
ルシフト」を積極的に推進している。

ー ー ー

　佐川急便株式会社　西埼玉営業所 道路貨物運送業 ○ ○ ○
年間の燃料使用量からCO2
排出量を算出し、削減目標を
定めて取り組んでいる。

ー ー ー ○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推
進条例に基づく、自動車地
球温暖化対策計画書等を提
出している。

○ ○ ○
東京本社にてISO１４００１を取得し
ている。

○ ○ ○
サービスセンターを拠点にして台
車や自転車などを使った集配を行
うことでトラックの使用を抑える。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
集荷締め切り時間の設定。定
刻での路線便出発。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

各地域で集荷した荷物を大型集約施設に集約し、
行き先ごとにまとめて輸送するシステムを構築、ト
ラックの使用台数を削減し、CO2排出抑制や大気
汚染防止につなげている。

○ ○ ○
ハイブリッドトラック、電気自
動車といった環境対応車の
導入を進めている。

○ ○ ○

エコ（環境）と安全を一体とした運転方法
「エコ安全ドライブ7カ条」に基づく指導を
徹底し、交通事故発生率の減少と環境
負荷低減に努めている。

○ ○ ○

車両の安全運転、CO2排出低減
のため、ドライバーの日々の運転
行為についても徹底した指導を
行っている。

○ ○ ○
佐川急便では、アイドリングストップを全車両で
実施している。

ー ー ー ○ ○ ○

佐川急便では、トラックによる長距離貨物輸
送を、大量輸送が可能でCO2排出量が少な
い列車や船の輸送などに切り替える「モーダ
ルシフト」を積極的に推進している。

ー ー ー

　佐川急便株式会社　越谷営業所 道路貨物運送業 ○ ○ ○
年間の燃料使用量からCO2
排出量を算出し、削減目標を
定めて取り組んでいる。

ー ー ー ○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推
進条例に基づく、自動車地
球温暖化対策計画書等を提
出している。

○ ○ ○
東京本社にてISO１４００１を取得し
ている。

○ ○ ○
サービスセンターを拠点にして台
車や自転車などを使った集配を行
うことでトラックの使用を抑える。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
集荷締め切り時間の設定。定
刻での路線便出発。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

各地域で集荷した荷物を大型集約施設に集約し、
行き先ごとにまとめて輸送するシステムを構築、ト
ラックの使用台数を削減し、CO2排出抑制や大気
汚染防止につなげている。

○ ○ ○
ハイブリッドトラック、電気自
動車といった環境対応車の
導入を進めている。

○ ○ ○

エコ（環境）と安全を一体とした運転方法
「エコ安全ドライブ7カ条」に基づく指導を
徹底し、交通事故発生率の減少と環境
負荷低減に努めている。

○ ○ ○

車両の安全運転、CO2排出低減
のため、ドライバーの日々の運転
行為についても徹底した指導を
行っている。

○ ○ ○
佐川急便では、アイドリングストップを全車両で
実施している。

ー ー ー ○ ○ ○

佐川急便では、トラックによる長距離貨物輸
送を、大量輸送が可能でCO2排出量が少な
い列車や船の輸送などに切り替える「モーダ
ルシフト」を積極的に推進している。

ー ー ー

　佐川急便株式会社　久喜営業所 道路貨物運送業 ○ ○ ○
年間の燃料使用量からCO2
排出量を算出し、削減目標を
定めて取り組んでいる。

ー ー ー ○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推
進条例に基づく、自動車地
球温暖化対策計画書等を提
出している。

○ ○ ○
東京本社にてISO１４００１を取得し
ている。

○ ○ ○
サービスセンターを拠点にして台
車や自転車などを使った集配を行
うことでトラックの使用を抑える。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
集荷締め切り時間の設定。定
刻での路線便出発。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

各地域で集荷した荷物を大型集約施設に集約し、
行き先ごとにまとめて輸送するシステムを構築、ト
ラックの使用台数を削減し、CO2排出抑制や大気
汚染防止につなげている。

○ ○ ○
ハイブリッドトラック、電気自
動車といった環境対応車の
導入を進めている。

○ ○ ○

エコ（環境）と安全を一体とした運転方法
「エコ安全ドライブ7カ条」に基づく指導を
徹底し、交通事故発生率の減少と環境
負荷低減に努めている。

○ ○ ○

車両の安全運転、CO2排出低減
のため、ドライバーの日々の運転
行為についても徹底した指導を
行っている。

○ ○ ○
佐川急便では、アイドリングストップを全車両で
実施している。

ー ー ー ○ ○ ○

佐川急便では、トラックによる長距離貨物輸
送を、大量輸送が可能でCO2排出量が少な
い列車や船の輸送などに切り替える「モーダ
ルシフト」を積極的に推進している。

ー ー ー

　株式会社シーエックスカーゴ 道路貨物運送業 ○ ○ ○
毎月の排出量の把握とともに
定めた目標値に乖離が生じた
際は原因追及と対策を行う。

○ ○ ○
積載率情報を輸送分門へ共有
し、車両台数の最適化を図る。

○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推
進条例に基づく、自動車地
球温暖化対策計画書等を提
出するように依頼し、定例会
で提出状況を確認する。

○ ○ ○

新規取引先の選定時にＧマーク認
証の取得状況を確認している。環
境負荷低減車の導入状況の確認
も行っている。

○ ○ ○
複数荷主の商品を取りまとめ、納
品先ごとに出荷することで輸送回
数を削減している。

○ ○ ○
必要に応じて、荷主と協議する
ことで梱包資材サイズを変更
し、積載率を向上させる。

○ ○ ○
現状共同輸配送は実現していない
が、荷主や配送協力会社と連携し
取組を進める。

○ ○ ○

物量予測データをもとに適正車種で配車
する。また、全国を結ぶ幹線輸送におい
ては、１週間前に商品管理部門から必要
車種と台数の情報を取得し、配車するこ
とで積載率を向上させる。

○ ○ ○
決まった時間に届く受注データ
を基に計画的な貨物輸送を行っ
ている。

○ ○ ○
道路情報収集や渋滞情報を活用
することで、効率よい輸配送経路
へ迂回する。

○ ○ ○

予約システムによるトラック出
入りを管理し無駄のない配送
計画を立てる。また物量多いと
きは荷受け時間を早めるなど
無駄な待機が発生しないよう
にする。

○ ○ ○
関東⇔関西間、関西⇔九州間をフルトレーラーで
運行を行い、１運行当たりの積載率を向上させる。

○ ○ ○

自社の車輌を低燃費車に入
替を進めている。またハイブ
リッドトラックの導入も行って
いる。

○ ○ ○
配送協力会社会議でエコドライブ活動の
推奨を呼びかけている。

○ ○ ○
協力会社へ巡回点検を行う際に、
エコドライブの実施状況を確認す
る。

○ ○ ○
入庫予約システムの活用により、構内で待機す
る時間を削減し、アイドリング時間の削減に努め
ている。

○ ○ ○

発注、調達、在庫管理、在庫保
管、仕分け、輸配送を一括して
自社で行うことで物流の効率
化を進める。

○ ○ ○ コンテナ輸送への切り替え。 ○ ○ ○
タイヤの空気圧センサーを導入し、適
切な空気圧での運行維持に努める。

　ヤマト運輸株式会社　北東京主管支店　 運輸に附帯するサービス業 ○ ○ ○

エコトラックと呼ばれるエネル
ギー、廃棄物、水資源の一元
管理システムを導入し、全社
の環境マネジメントを行ってい
る。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
お客様の希望による置き配を導入し、再配達の削
減を推進している。

○ ○ ○
ＥＶなどの導入を推進してい
る。

○ ○ ○
集配車の平均速度目標を20Ｋｍ/ｈに設
定し、安全運転、エコドライブの推進を
行っている。

○ ○ ○
各車両ごとの燃費統計を基にエコ
ドライブ、アイドリングストップなど
の指導を行なっている。

○ ○ ○

以前はエンジンによるコンプレッサー駆動式の
冷凍庫、冷蔵庫搭載車両を使用していたが、現
在は庫内壁面に内蔵した蓄冷板を外部電源に
よりエンジンを稼働させることなく予冷（約８時
間）し、１日（約１3時間）冷蔵、冷凍を可能にす
る仕組みの車両を導入し逐次更新している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　ロジスティード東日本株式会社 道路貨物運送業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
訪問品質診断時にグリーン認証・
Gマークの取得確認。

ー ー ー ○ ○ ○
折り畳み式コンテナでの配送
による積載率の向上。

○ ○ ○
同業界、同納品先を対象とした共
配の促進。

○ ○ ○ 荷量に合わせた車格での車輌手配。 ○ ○ ○
受注データのバッジ処理時間
（固定）による集荷時間の管
理。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
LDグループの輸送網を活用した幹線・共配の推
進。

○ ○ ○
品質診断等の事業者訪問
時に低燃費車等の採用を要
請している。

○ ○ ○
輸送品質会議、訪問品質診断時での推
奨呼び掛け。

ー ー ー ○ ○ ○ 構内ルールの設定・掲示、注意喚起の実施。 ー ー ー ○ ○ ○

①実オペレーションとしてＪＲコンテナ・船便
の使用は、　（当社が配送を依頼している）輸
送協力会社側でコントロールしております。
②ロジスティードグループはモーダルシフトの
推進を方針としているが、現状は中・近距離
の個別店舗などに配送する業務形態が主で
ある。したがって具体的な手段を記述すると
ころまでには至っていない。今後、モーダル
シフトに移行できる条件の案件があれば積
極的に取り組んでいきたい。

ー ー ー

4-(1)商品・荷姿・梱包資材の形状の標準
化や軽量化等による積載率の向上

1荷主の物流部門における二酸化炭素排出量の把握 2環境に配慮している貨物輸送事業者の選定 3物流拠点の活用による輸配送の効率化 4積載率の向上による輸配送の効率化

1-(1)二酸化炭素排出量の把握及び課題
等の抽出

1-(2)貨物輸送事業者と自社関連部門におけ
る情報共有及び改善に向けた取組の実施

2-(1)貨物輸送事業者に対する二酸化炭
素排出量削減計画の提出確認

2-(2)貨物輸送事業者の環境配慮の確認 3物流拠点の活用による輸配送の効率化

7低燃費車等の積極的利用及びエコドライブの促進 8サードパーティーロジスティクスの活用 9共同輸配送も視野に入れたモーダルシフトの推進 10その他の必要な取組

4-(2)混載便の利用や共同輸配送の取組
4-(3)輸送量及び積載率を考慮した適正車種での発
注

5-(1)発注時間及び配送時間のルール化 5-(2)道路混雑時の輸配送の見直し
5-(3)輸送車両の構内や周辺道路等にお
ける待機時間の削減のための取組

10その他の必要な取組

5計画的な貨物輸送による輸配送の効率化
6その他輸配送の効率化により輸送距離及び回数を削減す

る取組

6その他輸配送の効率化により輸送距離及び回数を削減す
る取組

7-(1)貨物輸送事業者に対する、低燃
費車又は省エネルギー支援機器搭載
車（以下、「低燃費車等」）の利用要請

7-(2)貨物輸送事業者に対する、エコドライブの実施
要請

7-(3)貨物輸送事業者に対する、低燃費車
等の利用状況やエコドライブの実施状況の
確認、改善に向けた取組の実施

7-(4)構内アイドリング防止のための取組 8サードパーティーロジスティクスの活用 9共同輸配送も視野に入れたモーダルシフトの推進


